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八代市立金剛小学校

教育方針・目標の理解 意欲的な学校生活 教師の連携協力

４―そう思う 　　　３－どちらかといえばそう思う ２－どちらかといえばそう思わない

学　校　教　育　目　標

1－そう思わない

令和５年度　学校評価（学校づくり協議会員・保護者・児童・教職員）に係る考察

学校は、児童や保護者に学校の教育方針や教育目標を分かり
やすく示していると思いますか。

子供たちは、充実した学校生活を送っていると思いますか。
全職員で、連携協力して教育活動に取り組んでいると思いま
すか。

考察
【６】肯定的な回答が、教職員100％、児童92％、保護者91％、学
校運営協議会員100％であった。昨年度より教職員は5ポイント、
児童は4ポイント上がっていた。体験活動を生かす等、特別の教科
「道徳」の指導をより一層充実させるとともに、家庭（日常的な会話
等）・地域（体験的活動の充実等）との連携を深めながら、豊かな
心の育成に向けた取組を推進していきたい。

【７】肯定的な回答が、教職員86％、児童95％、保護者88％、学校
運営協議会員66％と他の項目と比べると認識や感じ方に開きが見
られる。児童自身は、あいさつできているという認識をしているとこ
ろに着目したい。八代スピリッツにある「自分から進んで」「話す人
の顔を見て」のレベルが目指すところであるが、それぞれの立場か
ら、挨拶や礼儀作法の大切さを発達段階に応じて伝え、自然に挨
拶ができる児童の育成に努めていきたい。

考察
【１】「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の肯定的な回答が、教職員95％、児童96％、保護者93％、学校運営協議会員100％で、昨年度とほぼ同様の結果であった。今後ともＰＴＡ総会での校長講話、学校
便り、学校ホームページによる周知の他、学校教育目標をもとに設定した学級目標の振り返りを児童に随時行わせたり、その様子を学級便りに掲載したり、学級懇談会で話題にしたりしたい。また、地域の会
議にも足を運び、学校を核とし、地域と連携・協働を図っていきたい。
【２】肯定的な回答が、教職員100％、児童94％、保護者98％、学校運営協議会員100％と高く、その中でも児童の70％が「そう思う」と回答しているが、「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」と回答し
ている児童の気持ちがよりよい方向に変容していくよう、今後とも「分かる・できる」喜びを味わわせる指導の工夫や「認め・誉め・励まし・伸ばす」指導の継続を図っていきたい。
【３】肯定的な回答率が、昨年度と同様に教職員96％、保護者92％、学校運営協議会員83％と高かった。今後も学校教育目標の具現化や様々な課題に対し、「チーム学校」として組織的に取り組んでいきた
い。

教　科　指　導　に　つ　い　て

授業づくりの工夫 意欲的な学習態度
考察
【４】
　肯定的な回答が、教職員96％、児童94％、保護者96％、学校運
営協議会員100％と高かった。特に「そう思う」と回答した児童の割
合は64％を占め昨年度より7ポイント、一昨年度より11ポイント上
がっていた。一年間、授業改善をテーマに校内研修を進めてきた
が、学力の学力向上検証改善サイクルに継続的に則り、分かりや
すく、質の高い授業づくりに努めていく。
【５】
　肯定的な回答が、教職員100％、児童92％、保護者91％、学校
運営協議会員100％であった。特に「そう思う」と回答した児童の割
合は59％を占め、昨年度より3ポイント、一昨年度より7ポイント増
えている。教師の授業改善に対する意識の向上と取組が少しずつ
浸透してきている。今後も「課題に主体的に向かい、学びを深めて
いく子供の育成」を目指し、学力向上を推進していく。

学校は、わかる授業、丁寧な授業づくりに努めていると思い
ますか。

子供たちは、意欲的に授業に取り組んでいると思いますか。

道徳教育　心の教育について

道徳、心の教育の充実 あいさつ、礼儀の励行

学校は、思いやりの心や感謝の心などを大切にする心の教育
の充実に努めていると思いますか。

子供たちは、挨拶がきちんとできていると思いますか。

考察
【８】肯定的な回答が、教職員100％、児童95％、保護者90%、学校運営協議会員83％であった。「そう思う」と回答した児童は67％を占めた
が、「どちらかといえばそう思わない」（4％)、「そう思わない」（1％)と回答した児童の存在を真摯に受け止め、全職員で児童理解を深めな
がら、一人一人に応じた丁寧な指導を行っていきたい。児童や保護者の相談体制の推進や関係機関との連携もさらに図っていきたい。
【９】肯定的な回答が、教職員100％、児童98％、保護者96％、学校運営協議会員100％といずれも高かったが、他の質問項目同様、否定
的な回答に意識を傾け、より一層、障がいやジェンダーフリー等、人権同和教育の推進を図り、思いやりや協調性、自己肯定感、自己有用
感等を育成していきたい。また、みんなが生活しやすい環境の推進を図りたい。

考察

【10】肯定的な回答が、教職員100％、児童97％、保護者95％、学
校評議員100％と昨年度とほぼ同様で高かったが、「そう思う」と回
答した保護者が4ポイント、児童が5ポイント下がっていた。このこと
から、働き方改革の推進（行事の精選や統合、廃止等を図る取
組）と子供たちのよりよい成長を両立させることを目指し、本校の
魅力（児童の頑張りを表出させる場面の提示など）を発信していき
たい。

人権教育について 学校行事について

一人一人の児童の尊重 友達への思いやり 学校行事等の工夫

学校は、一人一人の子供を大切にした指導や対応ができてい
ると思いますか。

子供たちは、友達と仲良くしていると思いますか。
学校は、学校行事（運動会など）が工夫されていると思いま
すか。
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児童理解 規範意識 いじめや問題への対応

学校は、子どものよさを見つけ、子どものことを理解しよう
としていると思いますか。

子供たちは、規則やマナーを守っていると思いますか。
学校は、いじめや問題があったとき、すぐに対応していると
思いますか。

生徒指導　教育相談について

安全と事故防止 体力向上
考察
【14】全体的に肯定的な回答が多かったが、児童に6％及び保護
者に4％が事故防止に努めていないと回答があったことを重要視
し、児童が安全に対して主体的に取り組む態度を育成し自らの安
全は自ら守る力を身に付けさせていくとともに、保護者や地域の
方々と連携した見守り活動等も促進したい。

【15】児童の17％、保護者の23％が否定的な回答であり、他の質
問項目と比べると気になる数値となっている。昨年度まではコロナ
禍の影響によるものと考えていたが、この数値が昨年度とほぼ同
様であったため、改善策について考え直していきたいところであ
る。学校では体育学習の充実や外遊びの奨励、始業前のランニン
グ、児童会主催の各種スポーツ大会等を通した体力向上を図って
いきたい。

学校は、子供の安全と事故防止に努めていると思いますか。
子供たちは、すすんでスポーツなどをしていると思います
か。

考察
【11】肯定的な回答が、教職員100％、児童94％、保護者92％、学校運営協議会員100％と高かったが、否定的な回答が児童に6％、保護者に9％あったことから、より一層児童理解に努め、児童のよさを発見
し、「認め・ほめ・励まし・伸ばす」指導を全職員で共通実践していきたい。
【12】肯定的な回答が、教職員95％、児童90％、保護者95％、学校運営協議会員83％と高かった。規範意識の高揚やマナーは、よりよい集団づくりや学力向上の基礎となる。子供たちの主体的な取組として
「廊下を走らない」「スリッパを並べる」活動を行っているが、周りの人や次の人のことを考える美しい行いのよさを、それぞれの立場から子供たちに伝えていきたい。
【13】肯定的な回答が、教職員100％、児童98％、保護者92％、学校評議員100％と高かったが、保護者の「そう思う」の割合は昨年度より6ポイント、一昨年度より9ポイント増えたものの他より低い結果となっ
た。いじめの未然防止や早期発見（各アンケート調査や日常的な児童観察）、早期対応（児童との個人面談や教育相談の実施）、チーム対応（関係機関等と連携）などを今後とも推進・徹底していく。また、保護
者との相談体制の整備も強化していきたい。

健康教育　安全について

学校環境について

環境の整理・美化 施設・設備の安全管理
考察
【16】肯定的な回答が、教職員100％、児童95％、保護者99％、学
校運営協議会員100％と大変高かった。児童が主体的に取り組む
姿も多く見られるようになってきた。花壇の整備、校内掲示物の整
理等もよくなってきた。今後も学校美化に学校総体で取り組んでい
きたい。

【17】肯定的な回答が、教職員100％、児童97％、保護者99％、学
校運営協議会員100％で大変高かった。今後も毎月全職員で実施
している校内安全点検の徹底や日常的な危険箇所の確認（ヒヤ
リ・ハット報告）等に努めたい。また、「前仕末（未然防止）」の大切
さを職員全員で共通理解を図っていきたい。

学校は、校舎内外（花壇や掲示物など）がきちんと整理され
ていると思いますか。

学校の施設・設備は、安全でよく整備・管理されていると思
いますか。

情報の公開・発信について

学校の予定等がわかる情報発信 教育活動への参加 家庭や地域との連携協力

学校の情報は、文書（学校便り等）やホームページ等で、十
分に発信されていると思いますか。

学校が公開している教育活動（行事等）は、保護者や地域の方が参
加しやすいと思いますか。（分かる範囲で記入ください）

学校は、家庭や地域と連携協力しながら教育活動を進めてい
ると思いますか。

家庭・地域の連携について

○【教育方針・目標の理解】　　学校教育目標の周知徹底とその具現化に向けた家庭や地域との連携・協働
〇【道徳教育、心の教育の充実】全教育活動での「思いやり、ありがとう、おかげさま」等の心の育成及び家庭との連携
○【挨拶・礼儀の励行】　　　　あいさつ・聞き方・そろえ方（八代スピリッツ）の再度の徹底
○【規範意識】　　　　　　　　実社会においても通用する規範意識の育成
○【いじめや問題行動の対応】　けんかやふざけ合いであっても背景をしっかりと見極め、組織的に対応する職員集団の育成
○【体力向上】　　　　　　　　誰もが「面白そう」「できそうだ」と思える学習の展開や魅力ある遊び、運動の奨励

考察
【18】肯定的な回答が、教職員100％、保護者91％、学校運営協議会員83％であった。昨年度より学校ホームページの改定を行った。ホー
ムページでも行事予定や児童の様子等を随時掲載したり、各種便り（学校・学級・保健・給食など）で様々な情報を発信したりしていきてい
るが、さらに魅力的なホームページになるよう工夫していきたい。
【19】肯定的な回答が、教職員100％、保護者95％、学校運営協議会員100％であった。昨年度と比べ、肯定的な回答の割合は、教職員は
21ポイント、保護者は5ポイント上がっていた。コロナ禍も終わり、さまざまな活動ができるようになったためだと思われるが、ＰＴＡ本部役員
と連携し、児童の活動を中心に考えるとともに、多くの方のニーズに対応した行事等を企画・運営していきたい。

考察
【20】肯定的な回答は、教職員96％、保護者90％、学校運営協議
会員83％であった。地域と連携した教育活動も再開されるように
なってきており、特に体験活動を通して学ぶ意義は大きいため、今
後も教職員一人一人が課題意識を持って、「地域（家庭）とともに
ある学校づくり」に取り組んでいきたい。

来年度の具体的な取組について（今年度否定的な回答が多かった事項を中心に）

業務改善・働き方改革

業務改善・働き方改革

考察
【21】昨年度と比較すると、「そう思う」が7ポイント、「どちらかといえ
ばそう思う」が5ポイント上がり、「そう思わない」は5ポイント下がり０
という結果であった。以前より子供と向き合う時間が確保でき、その
影響もあってか、児童は落ち着いた学校生活を送っている。授業の
準備と評価、校務分掌の在り方が課題解決の大きな鍵となる。来年
度の教育課程の計画では、40～100時間の余裕時数があることを
踏まえ、育成すべき資質・能力に重きを置いた授業を展開し、適切
な教育課程の履行を推進していきたい。
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